
本
書
は
慢
性
腎
臓
病
と
診
断
さ
れ
た
方
の
た
め
の
レ
シ
ピ
本
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
の
症
状
の
進
行
を
抑
え
、
腎
機
能
の
保
護
の
た
め
に
は
、

食
事
療
法
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
基
本
は
、

◯
タ
ン
パ
ク
質
の
制
限

◯
減
塩
（
1

日

3

ｇ
以
上

6

ｇ
未
満
）

◯
適
正
カ
ロ
リ
ー
（
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
）

◯
カ
リ
ウ
ム
と
リ
ン
の
制
限

こ
れ
は
、
一
般
的
に
健
康
に
よ
い
と
さ
れ
て
き
た
食
事
の
常
識

「
低
カ
ロ
リ
ー
、
高
タ
ン
パ
ク
で
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
」
と
は
逆
の
考
え
方
で
、

戸
惑
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

監
修
は
名
古
屋
に
あ
る
増
子
記
念
病
院
の
院
長
、
両
角
國
男
先
生
で
す
。

増
子
記
念
病
院
は
、
5

0

年
近
く
専
門
施
設
と
し
て
腎
臓
病
治
療
を
行
い
、

ま
だ
食
事
療
法
の
指
導
が
め
ず
ら
し
か
っ
た
時
代
か
ら
、

調
理
実
習
を
含
む
グ
ル
ー
プ
指
導
を
、
管
理
栄
養
士
、
医
師
、
看
護
師
で
、

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
い
な
が
ら
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
が
何
に
悩
ん
で
い
る
か
を
熟
知
し
て
い
ま
す
。

増
子
記
念
病
院
の
、
食
事
療
法
指
導
の
モ
ッ
ト
ー
は
次
の
４
つ
。

◉
無
理
と
が
ん
ば
り
す
ぎ
は
禁
物
！

◉
慢
性
腎
臓
病
は
、
打
ち
負
か
す
べ
き
憎
い
敵
で
は
な
く
、

と
も
に
長
く
つ
き
あ
っ
て
い
く
友
人
で
あ
る
。

◉
栄
養
計
算
に
神
経
質
に
な
り
す
ぎ
な
い
。

◉
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
肢
は
多
く
！

無
理
な
く
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

本
書
で
は
、
増
子
記
念
病
院
の
方
針
を
も
と
に
、
家
庭
で
使
い
や
す
い
よ
う
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

◉
主
菜
、
副
菜
、
常
備
菜
や
保
存
食
、

デ
ザ
ー
ト
、
ご
ち
そ
う
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
合
わ
せ
て

2

8

0

の
レ
シ
ピ
を
掲
載
。

◉

1

メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に
１
人
分
の
栄
養
素
表
つ
き
、
計
算
が
簡
単
。

◉
低
タ
ン
パ
ク
、
減
塩
で
も
お
い
し
く
、
カ
ロ
リ
ー
も
し
っ
か
り
と
れ
る
。

慢
性
腎
臓
病
の
た
め
の
食
事
が
、
日
々
の
楽
し
い
食
事
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

院内に調理実習室を備える腎臓病専門病院
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